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先生のご研究内容を教えてください。
極地や高山域から採取されたアイスコア試料は、まるでタイムマシンのように時をさかのぼる
事ができるので、そこに閉じ込められているDNA情報を用いた過去の地球環境の解析や、
氷河生態系の分子生態学的研究などをおこなってきました。また北極や南極を含む地球上の
広範囲の雪氷圏から抗生物質耐性遺伝子を網羅的に解析し、人間の社会活動が環境に与え
たインパクトの評価をおこなっています。

Fluidigmの製品をどのように使われていますか ?
氷河やアイスコア、堆積物からの抗生物質耐性遺伝子の定量検出や、河川や湖沼、下水処
理場などで病原微生物（細菌・ウイルス）の定量検出や病原ウイルスの遺伝子のタイピング、
環境試料中の各種マーカー遺伝子群の網羅的定量検出やアンプリコンを回収したシークエン
スを目的に使用しています。

Fluidigm製品を選択された理由は ?   
どんなところに利点や魅力がありますか ?
Biomark HD Systemは僅かなDNAから多数の標的遺伝子の定量検出や、アンプリコンラ
イブラリ作製をおこなうことができる事に魅力があります。また、テンプレートとプライマーの
混合作業から増幅・定量までを 1枚の閉鎖されたディスポーザブルプレート上で完結させるこ
とができるため、humanエラーのみならず、コンタミネーション対策にもよいです。

今後の研究ビジョンを教えてください。
抗生物質耐性遺伝子や病原微生物の全球レベルでの定量評価や、社会問題にもなっている家
畜や野生動物の流行性病原体の感染ネットワークの解明もおこなっていきたいと考えていま
す。さらに、最近では絶滅した大型動物からの古代 DNA研究も推進させているため、数万
年前に日本で絶滅したナウマンゾウや大型オオカミなどからDNA解析をおこない、系統推定
や分子進化を解明していきたいと考えています。

同分野の研究者へのアドバイスをお願いします。
アンプリコンシークエンスは、解析ツールが普及しているので、比較的簡単にデータ解析が可
能ですが、定量値に疑問・問題が生じる場合が多く、追加で qPCRをおこない定量値を算出
するケースが多いです。そのため多数サンプルからの定量を一度に分析でき、またアンプリコン
ライブラリも作製することができるBiomark HD Systemは便利な装置であると思います。
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Figure 1. 瀬川先生とBiomark HD System
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Workflows
自動化された IFC Controller AXとBiomark HD Systemを使用して、一度に48サンプル×標的遺伝子 48個の解析を効率的に、アンプリコン
ライブラリーを自動作製します。反応に使用するプライマーセットを最大 10のプライマーペアでマルチプレックスも可能です。一般的には、IFC 
Controller AXでの送液後に増幅のみの機能をもつ FC1™ Cycler（IFC専用のサーマルサイクラー）にてライブラリー作製を行いますが、瀬川
先生らは、Biomark HD Systemを使用してアンプリコンの増幅を行いながらリアルタイムの情報を得ることで、シーケンスする前のライブラリー
のコピー数を推定しています。配列情報は、Biomark HD Systemで増幅されたライブラリーをシーケンスして確認します。
反応量はナノリットルレベルであるため、大量サンプルにおけるランニングコストが大幅に削減可能です。また、一度にアンプリコンライブラリー
を作製しながら、定量データを取得できることは実験効率を上げることになります。

Flexible platforms for agricultural genomics workflows
Biomark HD Systemは、多くの動植物、農業ゲノミクス研究で使用される遺伝
子検査ワークフローの重要なコンポーネントです。サンプルとアッセイは集積流体
回路（IFC）にロードされ、そこで正確な試薬の混合と反応が可能です。多種類
の IFCから選択することができ、実験スケールを調整可能です。当社のマイクロフ
リューディクスベースのプラットフォームは、サンプルコストを削減し、ハンズオン
タイムを最小限に抑え、時間とリソースを節約出来ます。

Biomark HD System
マイクロフリューディクス技術によりナノリッタースケールで、多検体
を一度に解析可能です。リアルタイム PCR、SNPジェノタイピング、
デジタル PCRのアプリケーションが利用可能です。

製品名 製品コード
Biomark HD System BMKHD-BMKHD

Learn more at fluidigm.com 
fluidigm.com/applications/ag-genomics

IFC Controller AX
IFCへサンプルやアッセイを送液するための専用コントローラです。
AXは、LP 48.48 IFCを使用することができ、イルミナシーケンサー
およびイオントレントシーケンサーに対応したアンプリコンライブラ
リーを作製することが可能です。

製品名 製品コード
IFC Controller AX AA-IFC-AX

Figure 2. IFC Controller AXとBiomark HD Systemを使用したアンプリコンライブラリー作製のワークフロー
* IFC Controller AXは、マイクロフリューディクス技術を利用し、NGS用アンプリコンライブラリーを作製する自動調製システムです。このワークフローでのハンズオンタイ
ムは、1時間ほどで、サンプルからシーケンス前まで約 10時間でライブラリーの作製が完了します。
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